
 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 202000 

科  名 帽子デザイン科２年 

科目名 素材論 

単  位    ２単位 

授業期間    通年 
 

担当教員(代表)：金澤三枝 共同担当者：  

 

概要（教育目標・レベル設定など） 

アパレル製品や各自制作物の素材に関心を持たせ、その構成要素である繊維、糸、織物組織などの種類や特徴につ

いての基礎的知識を習得させる。さらに代表的な綿、毛、絹織物の種類に関して、教材（テキスタイルファブリッ

ク）を活用しながら、糸の構造や織物組織、密度、加工などの特徴に着目させ、素材の総合的な理解を図る。 
  

【授業計画】 

１．概論（３コマ）（講義および演習） 

  （１）テキスタイルファブリック作成（布地の種類や特徴の認識） 

（２）アパレル製品の品質表示（繊維組成、取扱い記号など） 

２．繊維 

 ２－１繊維の分類（６コマ）（講義および演習、実験） 

  （１）繊維の形状、性質、混用による分類および名称、用語について 

  （２）繊維の鑑別・・鑑別法（顕微鏡法、呈色法） 

 ２－２天然繊維（８コマ）（講義および演習） 

  （１）綿 （２）麻 （３）毛 （４）絹 

   ・・各繊維の種類、構造と成分、性質、加工など 

     各繊維の代表的な織物の種類と特徴について（糸、織物組織、密度、加工などの視点からとらえる） 

 ２－３化学繊維（２コマ）（講義および演習） 

  （１）再生繊維 （２）半合成繊維 （３）合成繊維  

   ・・各繊維の種類、性質、加工など 

３．糸（４コマ）（講義および演習） 

  （１）紡績糸、フィラメント糸について 

  （２）糸の撚り構成、撚りの強弱について 

  （３）糸の太さの表示 

  （４）ファンシーヤーン、加工糸などの種類 

４．布地（３コマ）（講義および演習） 

  （１）織物・・構造、組織、目付、密度などによる特徴の理解 

  （２）編物・・構造と特徴について（織物との比較） 

 

 
【評価方法】 S～Ⅽ・Ｆ評価 （学業評価８０％  授業姿勢２０％） 

 
主要教材図書 文化ファッション大系改訂版・服飾関連専門講座③「アパレル素材論」文化服装学院編文化出版局／「ワーク

ブック―アパレル素材論―」文化服装学院教科書出版部／「テキスタイルファブリック」文化学園事業局                  

参考図書 なし 

その他資料 なし 
 

記載者氏名 金澤三枝 

 

授業の特徴； 布地を活用する側の視点に立つことを前提に、繊維、糸、布地の知識や風合い特性の理解を図る。演習やミニ
テストを取り入れ能動的に考える力を養う 

担当教員紹介；文化女子大学家政学部服装学科材料学コース卒業 専門は被服材料学 

２０２１年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 300200 

科  名  帽子デザイン科２年 

科目名  ニットグッズ 

単  位   １ 単位 

授業期間 （ 前期 ） 
 
担当教員(代表)： 山内 祐子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ニットの帽子や小物をデザインするために必要な知識を身に付け、商品のデザイン提案ができることを 

目標とする。 

また、ハンドニット(かぎ針編みや棒針編み)の編み方の実習を通し、クリエーションの可能性を広げる。 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

  １．ニットの基礎知識                  ・講義・・・・・・・・１コマ 

 

２．鉤針編み基礎（鎖編み・細編み・中長編み・長編み）  ・講義、演習・・・・・２コマ 

 

３．鉤針編み応用（円形編み・各種モチーフ編み）     ・講義、演習・・・・・２コマ 

 

４．棒針編み基礎 （作り目・表編み・裏編み・伏せ止め） ・講義、演習・・・・・２コマ 

 

  ５．棒針編み応用 （模様編み・編み目の増減）      ・講義、演習・・・・・２コマ 

    

６．作品制作（ゲージの取り方・作図・接ぎ合わせ・他）  ・講義、実習・・・・・４コマ 

    

 

＊特別講義Ⅱ「ニットの基礎知識」「コンピュータニットの基礎知識」と連動 

 

 

【評価方法】   Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

        学業評価７０％・授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書  文化ファッション大系・ニットの基礎技術 
        文化ファッション大系・手芸          

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名  山内 祐子 

 

授業の特徴と担当教員紹介      
 手編みの基礎から工業用ニットまで幅広く学び、帽子デザイナーに必要な知識を身に付けます。 

２０２１年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 300301 

科  名 帽子デザイン科 ２年 

科目名 レザーグッズ a 

単  位   2  単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)： 白方 茜 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

 

・バッグの基礎知識と製作技術の習得 

・皮革素材の基礎技法の習得 

 

 
  

【授業計画】 

 

1. ブレスレット制作 2コマ 

制作実技（革の裁断、金具の取り付け方法） 

 

2. 革の縫い返し ファスナー付きバッグの制作   24コマ 

 基本の型出し（通しまち、横まち、小判底） 2コマ 

 へり返しの基礎サンプル制作        2コマ  

 ファスナー付きポケットの基礎縫い     2コマ 

 制作（型紙、裁断、革すき、縫製、仕上げ） 18コマ  

  

 

 
【評価方法】  

 Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

評価基準：学業評価８０％（提出物） 授業姿勢２０％ 
 
主要教材図書   文化ファッション大系 ファッション工芸講座③ バッグ 

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名   白方 茜 

 

授業の特徴と担当教員紹介 

 授業の特徴：様々な作りの「基本型」のバッグを制作後、「応用」として基本の技術を活かした自由なデザインのバッグを制作する。 
 担当教員紹介：文化服装学院バッグデザイン科を卒業後、バッグの小売事業会社に１年勤務した後、バッグの OEMメーカー 
        で企画職として勤務。 

２０２１年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 300302 

科  名 帽子デザイン科 ２年 

科目名  レザーグッズ b 

単  位   １  単位 

授業期間 （  後期   ） 
 
担当教員(代表)：   山内 祐子 共同担当者： 板野 景子 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

  ファッション小物を総合的に企画デザインするために、各種皮革素材の特性と制作技法についての知識を習得する。 

ラムレザーを用いて、手袋の制作方法を学び、デザインの発想の幅を広げる。 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

１．ソフトタイプの皮革について               ・講義・・・・・・・・・・１コマ 

 

２．手袋の一般知識と制作(ラムレザー)            ・講義、実習 ・・・・・１３コマ  

        名称、手袋の歴史、用途別種類、皮革の種類 

材料とデザイン、手入れ方法 

        手の計測、パターン 

        縫製方法 

        

 

 

【評価方法】 Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

        学業評価７０％・授業姿勢３０％ 

 
 
主要教材図書 

参考図書 ・「福島令子の手袋」(株)用美社・「私の手袋博物館」暮らしの手帳社・「SOEN EYE・アクセサリー」文化出版局 

その他資料 DVD「手袋」のできるまで「ベルト」のできるまで 一般社団法人日本皮革産業連合会 
 

 

記載者氏名  山内 祐子 

 

授業の特徴と担当教員紹介      
洋装の正装には帽子と手袋は欠かせません。ラムレザーを使用しての手袋の縫製技術はもちろん、他のアイテムにも活用で
きるように教授し、学生の志向と全体のバランスを考慮して一人一人に適した指導を行います。 

２０２１年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 303500 

科  名  帽子デザイン科２年 

科目名  帽子商品概論 

単  位    １ 単位 

授業期間 （ 前期 ） 
 
担当教員(代表)： 山内 祐子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

帽子の商品としての価値観や知識を深め、業界や生産の仕組みを理解する。 

企業デザイナーとして、ファッショントレンドや、地域性、価格帯別による違いなどからも商品提案できること

を目標とする。 

 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

１．帽子業界の仕組みについて                講義 1コマ 

 

２．価格帯別のリサーチ１（2021SS・ブレード）       講義・リサーチ・プレゼンテーション ４コマ 

 材料ができるまでの流れ 

インターネットを使用しての調査と実店舗での調査 

 

３．価格帯別のリサーチ２（2021SS・布帛デザイン別）    講義・リサーチ・実習・プレゼンテーション ４コマ 

インターネットを使用しての調査と実店舗での調査 

サイズ展開と縫製の工夫点 

 

４．価格帯別の提案                     講義・リサーチ・実習・プレゼンテーション ２コマ 

リサーチをもとに、素材や製造工程も考慮したデザイン提案 

 

５．着用場面別の提案                    講義・グループワーク・実習・プレゼンテーション ２コマ 

 帽子が必要な場面と機能をもとにしたデザイン提案 

 

 

 
【評価方法】    Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

            学業評価７０％・授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書                   

参考図書    文化ファッション大系 ファッション工芸講座①帽子 

その他資料  
 

 

記載者氏名  山内 祐子 

 

授業の特徴と担当教員紹介      
 実際の商品をリサーチし、グループワークやプレゼンテーションの実習も行う。就職活動や就職後にも活かせる授業です。 

２０２１年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GF1 

科目ｺｰﾄﾞ 303720/303600 

     303900 

科  名 帽子デザイン科２年 

科目名 帽子 aⅡ 

 

単  位   ６ 単位 

授業期間 （ 通年   ） 

 

担当教員(代表)： 山内 祐子 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

布帛を中心とした素材別の縫製方法を理解し、デザインと素材に合ったテクニックを研究して完成度の高い作品

制作を目指す。立体裁断を学ぶことにより平面パターンの理解を深め、パターンを応用展開できる力を養う。 

 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

帽子デザインaⅡ ・・・・・1単位 

帽子パターンメーキング・・2単位 

帽子制作実技aⅡ ・・・・・3単位 

 

１．基礎縫製の復習                    講義・演習 7コマ 

２．立体裁断・タイトフィッティング             講義・演習 12コマ 

（丸クラウン・丸角クラウン） 

３．素材別縫製方法                     講義・演習 4コマ 

    （カットソー・ビニール・合成皮革・ベルベット・他） 

４． 立体裁断・応用作品                  講義・演習・作品制作 18コマ 

（タック・ギャザーなど、分量のとり方）  

５．商品提案                        講義・作品制作 20コマ 

    ＊帽子商品概論での課題と連携 

６．卒業制作                        講義・演習・作品制作 20コマ 

(帽子を中心にトータルコーディネートも意識して企画制作を行う) 

＊卒業研究・創作、帽子ｂⅡと連動     

 

 
【評価方法】  Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

       学業評価７０％・授業姿勢３０％ 

 
 
主要教材図書   文化ファッション大系 ファッション工芸講座① 帽子                 

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名  山内 祐子 

 

授業の特徴と担当教員紹介      
布帛の帽子に関するパターン展開と、デザインに合った素材の扱い方と縫製方法を身に付けます。 

 教員は、当校において全身のコーディネートの決め手になる帽子を中心としたファッション小物全般を学び、小物企画会社 
勤務の経験も活かして、帽子制作の基本から装飾的なヘッドピースまで幅広く指導します。 

２０２１年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GF1 

科目ｺｰﾄﾞ 303820/303927 

     303928 

科  名 帽子デザイン科２年 

科目名 帽子 bⅡ 

 

単  位   ７ 単位 

授業期間 （ 通年   ） 

 

担当教員(代表)：   山内 祐子 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

デザインに合ったフォルムと、頭の形に合った元型の制作方法を習得する。 

素材の用い方について創意工夫し、作品制作における表現方法の幅を広げるとともに、デザイン力の向上を 

図る。 

 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

帽子デザイン bⅡ・・・・・・1単位 

帽子制作実技 bⅡA ・・・・・2単位 

    帽子制作実技 bⅡB ・・・・・4単位 

 

１． チップ(元型)                    講義・チップ制作 ３５コマ 

（フォルムの出し方と元型にするための補強方法、アイロンのかけ方） 

 

２．チップ使用の帽子(夏物帽体又はフェルト帽体)     講義・作品制作 1２コマ 

（チップへの型入れ方法） 

 

３．イメージ作品（ホースヘアブレード）         講義・演習・作品制作 ３３コマ     

    （材料を活かした表現方法の研究と、その技法を用いたデザイン） 

 

４．卒業制作                      講義・演習・作品制作 ２０コマ 

(帽子を中心にトータルコーディネートも意識して企画制作を行う) 

＊卒業研究・創作、帽子aⅡと連動     

 
【評価方法】  Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 
       学業評価７０％・授業姿勢３０％ 

 
 
主要教材図書 文化ファッション大系 ファッション工芸講座① 帽子               

参考図書   

その他資料  
 

 

記載者氏名  山内 祐子 

 

授業の特徴と担当教員紹介  
帽子の元型となるチップ制作が学べる科目です。卒業制作では、各自のアイディアでいろんな材料に挑戦し表現していきま
す。 

 教員は、当校において全身のコーディネートの決め手になる帽子を中心としたファッション小物全般を学び、小物企画会社 

 勤務経験も活かして、帽子制作の基本から装飾的なヘッドピースまで幅広く指導します。 

２０２１年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 400400 

科  名 帽子、ｼﾞｭｴﾘｰ､ｼｭｰｽﾞ､ﾊﾞｯｸ２年 

科目名 西洋服装史  

単  位     1単位 

授業期間 半期（後期） 
 
担当教員(代表)：朝日 真 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

古代から近世 18世紀までは、その時代背景を踏まえ美術史や映画によって服飾を解説していく。19世紀近代以降は、パリオ

ートクチュール・ビジネスが確立し、ファッションが産業化していく過程を解説する。20世紀以降、デザイナーの時代が始ま

り、合わせてデザイン史、音楽史、映画史などにも触れながら、多方面からファッション史の理解を深める。 
  

【授業計画】 

コマ 内 容 コマ 内 容 

1 オリエンテーション 16  

2 古代の服飾 17  

3 中世の服飾  18  

4 ルネサンスとバロックの服飾① 19  

5 バロックの服飾②ロココの服飾① 20  

6 ロココの服飾② 21  

7 第一帝政、王政復古時代の服飾 22  

8 第二帝政時代の服飾 23  

9 第三共和制時代から１９００年代のファッション 24  

10 １９１０年代～１９２０年代のファッション 25  

11 １９３０年代～１９４０年代のファッション 26  

12 １９５０年代～１９６０年代のファッション 27  

13 １９７０年代～１９８０年代のファッション 28  

14 １９９０年代～２０００年代のファッション 29  

15  30  
  
【評価方法】  

レポート提出（50%）、、出欠、授業態度（50%） 

 
主要教材図書 
文化ファッション大系「西洋服装史」                   

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 朝日 真 

授業の特徴と担当教員紹介      
学生がデザイン発想するために役立つ授業展開を心がけている。メンズとストリートファッションに特に興味がある。 

２０２１年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 
科ｺｰﾄﾞ  GF2    科   名 帽子デザイン科、ジュエリーデザイン科、バッグデザイン科、 

               シューズデザイン科 2 年 

科目ｺｰﾄ 500300   科目名 造形デザイン 

単  位  ２ 

授業期間  通年 

 
担当教員(代表)： 北川 陽史 共同担当者： 

 
教育目標・レベル設定など 

ファッション工芸科の各分野において必要とされる立体造形に関する感覚を養成し、広く様々な造形経験を通じて、造形的

なセンスと構成力を研鑽することが教育目標となります。一般的な造形・デザインから発展した様々な造形行為への理解を

基調に、追体験と実験的制作を通して個人の主張する表現が遂行出来ることを目標とします。 
 
 

授業概要＝テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、 
テーマ別所要コマ数、他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先、 

     

    授業は造形作品（立体作品）の制作が中心になります。 

    各テーマに対し前提講議と解説をビジュアル資料を中心に展開し、制作に関わる方法論も解説する。 

    制作実習、作品講評を通して造形に対する基本的な理解と展開方法の具体例をアドバイスすることで、 

    個人の造形的、空間的感覚の育成、拡張を目指します。 

１ 「場」の設定 / 「モノ」、「空間」が構成される基本要素である点・線・面を用いて構成を行う。 

         木角材を用い「モノ」、「空間」の在り方を探る ヒノキ角材（4コマ） 

２ 既成物からの造形要素抽出 /既製品の形態を複合し、造形する。 

              素材特性の理解と技法習得、身体ベースの立体コラージュ（5コマ） 

３ 100枚ドローイング  ドローイングから、自己分析、自己表現を行う。 

             無意識的に表現されたドローイングを客観的に解釈し、そこから表現を重ねていく。（4コマ） 

４ 変容する素材からの立体造形 / 造形要素（点、線、面、量感）の変化を表現に用いる。 

                アルミ板を用いた立体造形演習。（４コマ） 

５ 表現の家 / 「表現」する事とは何か、「家」とは何か。 

        自分自身と対峙し、思考し、省察する。その繰り返し。（5コマ） 

６ 「場」からの着想 / 実在の空間から造形の着想を得て、表現する。 

            構内の空間を利用し、空間構成を行う。グループ製作（６コマ） 

 
評価方法・対象・比重 

S〜C・F評価 

評価基準：学業評価 60％、授業姿勢 40％ 

制作実習における成果物を評価基準の大きな対象と位置づける。造形演習から進展させた造形の理解とその表現を評価し、 

独創性や独自の加工方法、表現の可能性が感じられるものを評価する。 

実習時の制作姿勢、出席状況なども加味し、総合的に評価する。 
 
主要教材図書 
        特になし 

参考図書    Visual design（平面・色彩・立体構成）１（改訂新版）日本グラフィックデザイナー協会／六耀社 

その他資料   特になし  
 
記載者書名欄  北川 陽史 
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科ｺｰﾄﾞ  GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 501220 

科  名 帽子デザイン科 ２年 

科目名 ファッショングッズデザイン画 Ⅱ 

単  位     ２単位 

授業期間 通年 （    ） 
 

担当教員(代表)：河西 惠美子 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッショングッズデザインワークのうえで即戦力として使えるデザイン画の習得と強化。就職活動に活用できる

ポートフォリオの一端となる課題作成、及び企画力を目指して。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

[ポートフォリオ作成]  …3コマ 

●マイコレクション 

…個々のポートフォリオ作成を実物一作品の構成を通して、デザインプロセスから実物製作の過程や 

 づくりの取組が見えるレイアウトであるよう指導、実物一作品デザインにバリエーション 2点作成 

 

[創作デザイン及び企画構成] …デザイン発想の資料収集と探求、バリエーションデザイン表現の強化 

●フォルム研究   …4コマ 

    …異素材とのコラボデザイン展開や新たな素材使いのデザイン研究と、興味深い形状のディテールの 

フォルム等をイメージに造形をデザイン 

●素材構成研究デザイン     …3コマ 

●コンテスト応募作品    …3コマ 

●装飾表現デザイン …羽根や毛皮素材と装飾素材を用いたデザイン表現  …4コマ 

●アーティストの絵から発想  …色彩とイメージをデザイン表現に    …3コマ 

●グッズアイテムデザイン 30 …企画スタイルにて 30点のアイテム図構成  …5.5コマ 

 

 [時間内課題] …2.5コマ 

●時間内演習課題 

 ●前期と期末デザイン画試験 

 

 
【評価方法】 [S～C・F評価] 

評価基準：学業評価80％（課題作品提出物と前期と後期末試験）、授業姿勢20％（出欠状況,授業態度を考慮） 

 
主要教材図書 :特になし                 

参考図書  

その他資料 : その他資料：ファッション雑誌、著名アーティスト作品写真等 
 

 

記載者氏名  河西 惠美子 

 

授業の特徴と担当教員紹介 [特徴]…個々のオリジナル作品集の効果的な構成の習得。ファッショングッズの新たなアイデア 
をデザイン表現し、活用できる企画構成の一端を諮る。 [担当教員]…学院の F・デザイン専攻科卒業後、専任講師として勤務。 

その後、ジュエリー会社にてデザイナーを経て、現在非常勤講師として勤務。     
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科ｺｰﾄﾞ  GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 504020 

科  名 帽子デザイン科２年 

科目名 グラフィックワーク Ⅱ 

単  位 ２単位 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)：飯塚 有葉 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

グラフィックワークⅠ修了者を対象として、Photoshopでは、連続柄の作成・デザイン画の着彩ができることを目標とする。 

Illustratorでは、ペンツールでオリジナルデザインが描けるようになることを目標とする。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

１．連続柄作成：講義・実習 ４コマ 

①画像を連続させる     ②切り抜いた画像を連続させる   ③オリジナル連続柄の作成 

 

２．ペンツールの使い方（Illustrator）：講義・実習 ４コマ 

  ①直線の描き方        ②曲線の描き方      ③線の修正 

 

３．デザインバリエーションの作成（Illustrator）：講義・実習 ４コマ 

  ①ライブペイントの使い方   ②トレース        ③デザインバリエーションの作成 

 

４． デザイン画の着色方法（Photoshop）：講義・実習 ４コマ 

①ブラシツールでの着色    ②素材写真の貼り付け   ③陰影のつけ方 

④連続柄のいれ方 

 

５．エクセルの基本 １コマ 

  ①表の作成          ②オートフィル      ③計算式の使い方 

 

６． プレゼンテーション：講義・実習 ４コマ 

①パワーポイントの使い方   ②アニメーションの使用方法  ③発表原稿の作成        

④プレゼンテーション 

 

７. Photoshopの動画編集：講義・実習 ２コマ 

  ①動画のカット、移動、サイズ変更  ②文字や写真の追加方法  ③レンダリング 

 

８． モノグラムデザイン（Illustrator）：実習 ４コマ 

①水玉・ストライプ      ②オリジナルスウォッチの作成 

 

 
【評価方法】  

学業評価 ６０％、授業姿勢 ４０％ 

 

主要教材図書                   

参考図書  

その他資料 使用ソフト Adobe Photoshop CC2021/Adobe Illustrator CC2021/Microsoft Power Point/Excel 
 

 

記載者氏名   飯塚 有葉 

 

授業の特徴と担当教員紹介     講義と実習を交互に行い、実際に PCを操作しながらグラフィックのソフトの使用方法を
身につける授業です。担当教員は、デジタルプリントデザインを専門としており、連続柄の知識を加えながら、
幅広い PCスキルを身に付けられる授業を目指しています。 
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科ｺｰﾄﾞ  14402 

科目ｺｰﾄﾞ 600900 

科  名 バッグデザイン科 2年 

科目名 ファッションマーケティング 

単  位 ２単位 

授業期間 （ 通年 ） 
 
担当教員(代表)：勝又 淳司 共同担当者： 

 
 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 
・マーケティングの基本を学び、市場の細分化とその特徴を理解する。 
・マーケティングのプロセスにそって、市場に適合したブランド設計を行い、目的を実現させるための戦略について学ぶ。 
 

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

＜通年：26コマ＞ 

1． オリエンテーション・PEST分析：世の中の流れを感じよう（講義・演習×１コマ） 

2． ファッションビジネスの変遷・現況（講義・演習×１コマ） 

3． ファッションビジネスの産業構造と職種（講義・演習×１コマ） 

4． マーケティングとは（講義・演習×１コマ） 

・マーケットとは・マーケティングとは/企業の戦略 

 ・4Pと4Cの考え方 

4. マーケティングのプロセス（講義・演習×３コマ） 

 ・STPマーケティングとは T:ターゲットとライフスタイル 

 ・ライフスタイルMAPを作成  

 ・プレゼン 発表 

5. マーケティングリサーチ（講義・演習×２コマ） 

・リサーチの基本とヒアリングリサーチの実施 

〝お買い物リサーチ(購買行動)〟と〝愛用品〟の動機調査 

・ヒアリングリサーチのまとめとプレゼン 

6．ブランド(ショップ)リサーチ（実習・プレゼン×５コマ） 

 ・ブランドショップ／WEBサイト調査／企業の売上／ブランドのターゲット・中心アイテム 

 ・P:ポジショニングについて説明・実習 

・リサーチのまとめ 

 ・プレゼン  発表 

8．ブランド設立 課題・企画書構成説明（講義・実習×１コマ） 

 ・PEST分析/マーケティングからのブランド設計 

9．ブランド企画のステップ（講義・実習×２コマ） 

 ・目標の抽出 

 ・ブランドコンセプトとターゲット設定 

10．企画書作成（点検・実習×6コマ） 

 ・PEST分析：社会全体の状況 → ブランド概要の設定 

 ・ターゲットライフスタイル分析 

 ・ポジショニングマップの作成 

 ・メインアイテムとメインデザインの設定 

 ・チャネル設定とプロモーション 

 ・計数計画：概要説明 

11．プレゼンテーション（発表×2コマ） 

12.フィードバック 総評 復習(１コマ) 

 

 
 
【評価方法】  

・S～C・F評価 

・評価基準：出席20% 学業評価 60％、授業姿勢 20％ 
 
主要教材図書  なし 

参考図書    なし 

その他資料   配布プリント 
 

 

記載者氏名 勝又 淳司 

 

授業の特徴と担当教員紹介 
・マーケティングの基本を理解し、市場に適合したブランド設計を通して、目的の実現に向けた戦略を学ぶ。 
・2006年 文化服装学院ビジネス専攻卒。東証一部上場の国内スポーツアパレルメーカーにて、MD,営業を中心に 

14年間勤務後、文化服学院の教員に。実務経験と理論の融合を目指します。 
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科ｺｰﾄﾞ  GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 900100 

科  名 工芸科 2年・3年 

科目名 英会話 

単  位 2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：増田和香子 共同担当者：ケイリーン・イズミ 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

初級程度の英文法を学んだ学生を対象に、文法の復習と口頭でのアウトプットを主な目標とする。ファッショ

ンを専攻している学生を対象としているため、ファッション関連の語彙を増すこと、ファッション関連の表現

に接することにも重点を置いたプログラムとしている。レベルは初級（中位）から中級まで。 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 テーマ 方法 コマ数 

Placement test 演習 1 Unit 19: Comparatives 演習 1 

Unit 1: Self-introduction 演習 1 Unit 20: Fashion items 演習 1 

Unit 8: The present tense (time and 
frequency) 

演習 1 Unit 21: Colors and patterns 演習 1 

Unit 9: The past tense (Spring 
vacation) 

演習 1 Unit 22: Laundry care 演習 1 

Unit 10: The perfect tense 演習 1 Unit 23/ Unit 26: Body 
and face parts 

演習 1 

Unit 11: The future tense (will vs. 
be going to) 

演習 1 Unit 24: Presentation 1  
(Outfit of the Day) 

演習 1 

Unit 12: “wh” questions 演習 1 Unit 25: Adjectives for fashion 演習 1 

Unit 13: Likes and dislikes 
(gerunds) 

演習 1 Unit 27: Structure of 
presentation (Sequence 
connectors) 

演習 1 

Unit 14: The modal verbs 演習 1 Unit 28 & 29: Large numbers 
and shopping 

演習 1 

Unit 16: Conjunctions 演習 1 Unit 31: Resume 演習 1 

Unit 15: Prepositions 演習 1 Unit 32: Job interview 演習 1 

Unit 17: Asking for and giving 
directions 

演習 1 Unit 33: Fashion show 演習 1 

Review of the spring semester 演習 1 Oral presentation 演習 1 
 

【評価方法】 平常点（出席、クラス参加）30％、授業中の小テスト30％、ライティング10％、プレゼンテーション30％の

評価基準を用い、S～C・F評価をする。 

 

 
主要教材図書  Essential English for Fashion Students（文化服装学院編） 

参考図書 なし 

授業の特徴と担当教員紹介  
プレイスメントテストを行い、レベル別編成とする。テキストは文化服装学院オリジナルのテキストを用い、文法事項やファ
ッション関係の語彙を再確認する。 
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その他資料 なし 
 

記載者氏名 増田和香子 
 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ    GF2 

科目ｺｰﾄﾞ  930020 

科  名 帽子デザイン科 2年 

科目名 校外研修Ⅱ 

単  位     1単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)： 

         山内 祐子 

共同担当者：  
大工原 睦  板野 景子 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

企業訪問、工場見学、美術工芸品の見学や歴史的文化にふれることにより、感性を磨き豊かな創造性と深い知識を養う。 

  
【授業計画】 

 

○企業、工場見学 

 

    ・ミキモト真珠博物館 

 

    ・CA4LAファクトリー 

 

 

○寺社・仏閣見学 

 

    ・伊勢神宮 

 

・奈良県内 

 

 

○レポート提出 

 

 
【評価方法】             学業姿勢・出欠状況、レポート提出を基に、履修認定の是非を決定する 

 
主要教材図書  
 

参考図書  

その他資料  
 

記載者氏名 山内 祐子 

 

授業の特徴と担当教員紹介      
帽子とジュエリーを扱う企業・工場を見学し見聞を広めることが出来る様行程を組んでいる。 
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科ｺｰﾄﾞ  GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 945020 

科  名 帽子デザイン科 2年 

科目名 インターンシップⅡ（自由選択）                                                                             

単  位   １ 単位 

授業期間 通年（自由選択） 
 
担当教員(代表)： 山内 祐子 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

企業研修を通して、実践の場から業界の仕事の内容を認識するとともに、学校教育では授講できない実務を学ぶ。 

また、社会人としてのマナーを身につけ、就職に対する意識の向上をはかる。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

   

 

○研修先、期間 
  

帽子、及びファッション業界の企業 
 
１週間～２週間（受け入れ先企業により異なる） 
 

    
○研修内容 
 
   実務作業補助 （デザイン、製作、営業、生産管理など） 
 
   研修内容は受け入れ企業により組まれる。 
 
    

 

 

【評価方法】 出欠、研修報告 

  ＊学生数に対する企業受け入れ数が不足の場合のことを考慮し、自由選択とする。 
 
主要教材図書                   

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 山内 祐子 

 

授業の特徴と担当教員紹介      

授業の特徴：帽子やファッション業界の様々な職種の就業体験。 

 担当教員紹介： 
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科ｺｰﾄﾞ  GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 970000 

科  名 帽子デザイン科 ２年 

科目名 卒業研究・創作 

単  位    ４単位 

授業期間 後期 
 
担当教員(代表)： 山内 祐子 共同担当者：  

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

 卒業作品として、各自が研究テーマを設定し、様々な制作技法を駆使して 2年間のまとめに相応しいオリジナル作品をデザ

イン、制作する。 

また、展示発表を通して、企画、運営方法とチームワークを学ぶとともに、作品をより良く見せることの重要性も学ぶ。 

 
  

【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

〇帽子を中心にトータルコーディネートも意識して企画制作を行う。 

作品は２点以上。                    ・・・・・・・・・・・講義、リサーチ、実習   

＊ 帽子 aⅡ、帽子ｂⅡと連動     

          

  ○展示会の企画・運営                                                     

    （ジュエリーデザイン科、バッグデザイン科、シューズデザイン科、合同展示）  ・・・グループ活動 

            

 

    

                                  

 

 
【評価方法】   S～C・F評価  学業評価 80% 、 授業姿勢 20% 

 
主要教材図書               なし   

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名 山内 祐子 

 

授業の特徴と担当教員紹介  
各自の研究テーマに基づきデザイン創作、展示を行う 
教員は、本校を卒業した専任教授が担当 
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科ｺｰﾄﾞ    GF2 

科目ｺｰﾄﾞ 980020 

科  名 帽子デザイン科 2年 

科目名 特別講義 Ⅱ 

単  位     2単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)： 

山内祐子 

共同担当者：  
      宮原勝一・大工原 睦・白方茜    

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

多方面にわたる講師の講義を通して、広い視野と高い専門性、豊かな人間性について学ぶ。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

 

１．卒業１年前から意識しておきたいこと・・・講義    １コマ   講師：山地 保 

２. 金属アレルギーについて・・・・・・・・・講義    １コマ   講師：鈴木 久子 

３．トレンド情報・・・・・・・・・・・・・・講義    １コマ   講師：岡村 嘉子 

４. スワロフスキートレンド・・・・・・・・・講義    １コマ   講師：千葉 裕司 

      ５．流行色・トレンド解説・・・・・・・・・・講義    ２コマ   講師：日本流行色協会  

６．クラウドファンディングについて・・・・・講義    １コマ   講師：市川 和海 

      ７. ＶＭＤについて・・・・・・・・・・・・・講義    ２コマ   講師：柴田 優香 

  ８．つながるモノづくりとは？・・・・・・・・講義    １コマ   講師：小山 奈々子 

９．バッグデザイナーの仕事・・・・・・・・・講義・実習 ２コマ   講師：斎藤 美子  

１０．シューズの基礎知識について・・・・・・・講義・演習 ２コマ   講師：田中 美登里 

１１．海外ブランドにおける 

インターンシップについて・・・・・・講義    １コマ   講師：オウ テイカ 

     １２．パールのアクセサリーについて・・・・・・講義・実習 ２コマ   講師：森永 のり子 

     １３．ニットの基礎知識・・・・・・・・・・・・講義    ２コマ   講師：下村 みち代 

     １４．コンピュータニットの基礎知識・・・・・・講義    １コマ   講師：土井 健太郎 

     １５．クリエーションについて・・・・・・・・・講義・演習 ４コマ   講師：稲留 晴代 

     １６．帽子業界の仕事・・・・・・・・・・・・・講義    １コマ   講師：㈱栗原 

     １７．帽子の商品管理・・・・・・・・・・・・・講義    １コマ   講師：芝山 健 

     １８．起業について・・・・・・・・・・・・・・講義    １コマ   講師：大野 沙由里 

     １９．帽子のクリエーションについて・・・・・・講義    １コマ   講師：日爪 ノブキ 

 
【評価方法】  

学業姿勢・出欠状況、レポート提出を基に、履修認定の是非を決定する 

授業の特徴と担当教員紹介  

様々な業界で活躍する方々より、広い視野と高い専門性、豊かな人間性について学ぶ授業 

 
主要教材図書  
 

参考図書  

その他資料 
 
記載者氏名   山内 祐子 
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